
（別紙１） 

尼崎市支え合いを育む人づくり支援事業 教育・研究活動事業実績報告書 

教育・研究活動名 地域防災×地域交流プロジェクト 

申請大学・高校等名 

大学及び 
高校等名 

関西国際大学 

活動 
グループ名 

地域防災ボランティアサークル「ちーぼ」 
参加学生
等人数 

 36人 

指導責任者名 
及び連絡先 

学部・学科等
名称 

教育学部教育福祉学科 

責任者氏名 岩本 裕子 
連絡先 
電話番号 

06-6496-4103 
(社会連携課) 

E-mail y-iwamoto@kuins.ac.jp/  exc@kuins.ac.jp 

協働する市民活動団
体及び代表者名 

団体名 潮江社会福祉連絡協議会 

代表者氏名 会長 藤原 靖彦 
連絡先 
電話番号 

090-9041-0256 

E-mail - 

教育・研究活動 
目標 

本学では、防災士の資格の取得を全学的に行っている。また、社会福祉学専攻では、
社会福祉士（ソーシャルワーカー）を目指して、誰一人取り残さない地域共生社会の実現
について学んでいる。防災士の資格を取得したり、地域における福祉を学ぶ学生が、実
際に地域防災の現場に出、知識と経験を結び付けることを教育面での目的とする。また、
将来、福祉や教育の職に就く学生達が、地域の防災活動に参画し、防災活動の運営や
防災教育を行うことは、就職後の職場で役立つのみならず、地域の防災リーダーとしての
活躍していくことが期待できる。 
このような活動を通して、学生が地域の高齢者や子ども達、生活弱者の安全・安心を

考え、地域の自主防災の普及と地域連携の推進を行うことを目的とする。 
さらに市内での有事には、災害支援に携わることができる人材を育成することが期待でき
る。 

活動内容及び 
実績、評価 

（活動内容及び実績） 

尼崎市内の活動では、消防団との交流会を開催 
し、消防団の取り組みを伺ったり、「あまおだ減災 
フェス」では避難所運営ゲーム（HUG）と活動紹介
を行ったりして、地域防災に関する活動を行っ 
た。また地域で毎月開催されている「おだらぶ土 
曜雑談会」に参加し、積極的に地域の方々との関
りを深めた。今年度最後には地域住民との交流 
＆報告会など、多くの活動を行った。 
7/13 尼崎市消防局・消防団との意見交換会開催 
11/12 あまおだ減災フェス 参加 
2/3 尼崎近郊での活動報告会及び尼崎市長期実践型インターンシップ報告会参加 
3/19 潮江社会福祉連絡協議会の方々へ活動報告及び交流会の開催 
詳細は別紙資料。 

 

（評価） 
・想定していた活動成果に対する達成度合い（達成できたこと、できなかったこと等） 
学生にとっては、知識と経験を結びつけことのできることを目標としていたが、まさにそれ 
ができる実践現場であった。 
市民団体の活動者の方々に対しても学生の活動を知っていただいたり、交流したりする 
ことで、若者がこういった活動に取り組んでいることを前向きに評価していただき、元気を 



もらった、勇気をもらったという声をいただいている。 
今後は、4 年生と１年生が中心のメンバーであったため、４年生引退後１年生のみになっ
てしまい、不安な部分があった。今後は学生の知識や経験などもっとインプットすること 
にも力を入れ、できることを増やしていくために、力量アップをはかっていくことが必要であ 
る。 
・学生等が関わった地域、団体の活動の変化等 
上記のとおり、地域の団体の方々には前向きな 
評価をいただくことができている。そのなかには、 
HUG（避難所運営ゲーム）を実施した際には、「こ 
れを機会に災害時の自分の経験を思い出し、再 
度今考えなければと思った」や「改めて災害が起 
こった時のことをイメージする機会になった。」「自 
分たちの地域でも取り組む必要性を感じた」といっ 
た声を多くいただくことができた。「ちーぼ」の活動 
をとおして、地域の防災意識の高まりや、地域で 
の取り組みの促進につながったのではないかと考
えている。 
 
・学生等の学習意欲、地域に対する考え方の変化等 
第一に、学生にとって、地域の人々を漠然としかイメージできていなかったものが、よりリア 
ルに実感することができた。このことにより地域の課題を身近に感じることにつながってい 
ると思う。第二に、地域の皆さんから直接的な高評価の声を聴かせていただいた。 
これらのことから、学生のモチベーションは向上している。１年生中心になったことで、 
伝えていくにはまずは自分たちが学ぶ必要があることを実感している。今後は知識や体験 
を増やして、それを還元できるようにしていきたい。 

※ 報告書の内容及び掲載写真は、市報、ＨＰ等の市の発行する媒体への掲載される場合がありますので、事前に
学生等の同意を得た上で、提出をお願いします。 


